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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期 

第１四半期 
連結累計期間

第41期 
第１四半期 
連結累計期間

第40期

会計期間
自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

自  平成25年３月１日 
至  平成25年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成25年２月28日

売上高 (千円) 1,116,182 1,090,829 4,275,366 

経常利益 (千円) 246,446 247,645 728,506 

四半期(当期)純利益 (千円) 273,012 208,552 798,751 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 273,012 208,552 798,751 

純資産額 (千円) 3,153,560 3,412,289 3,579,311 

総資産額 (千円) 3,617,337 3,938,621 4,204,850 

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額 

(円) 8.71 7.02 26.17 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 87.2 86.6 85.1 
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当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 

  

当第１四半期連結累計期間における財政状態及び経営成績の分析は、以下の通りであります。なお、文

中における将来に関する事項については、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社

及び連結子会社）が判断したものであります。 

  
（1）経営成績の分析 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権における経済対策への期待感から円高の是

正や株価の上昇など景気回復の兆しがみられたものの、欧州債務問題の長期化や新興国経済の減速が懸

念されるなど先行き不透明な状況で推移いたしました。 

雇用情勢については企業収益の改善が続く中で緩やかながらも採用意欲は回復傾向にあるものの、当

社の戦略地域である静岡県においては有効求人倍率が昨夏以降、全国値を下回って推移しており、ほぼ

横ばいの状態が継続されております。 

このような状況において当社グループでは、魅力ある情報サービスを開発・展開することで地域の競

争力強化と収益基盤の拡大を図ることに注力しました。 

静岡地域においては、既存事業で培った販売網、流通網を有効活用し、前連結会計年度に創刊したペ

ット関連情報誌『WONDERFUL STYLE （ワンダフルスタイル）』を当四半期より定期刊行化し、県内西部

地区での『DOG（ドッグ）！フェスタ』の開催等、新たな地域密着型の取組みを推進しました。 

また、正社員向け求人サービスの強化にも取組み、前連結会計年度に正社員向けに静岡エリアと名古

屋エリアでオープンした転職・就職サイト『JOB（ジョブ）』に当四半期より関東・関西エリアを加

え、また、4エリアすべてを網羅した総合版のオープン等、人材サービスを拡大した取組みを展開して

おります。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高は1,090百万円

（前年同四半期比2.3%減）となりました。売上原価は、行政案件の期間満了による受託による短期雇用

の発生による労務費の減少等のため300百万円（前年同四半期比18.4%減）、販売費及び一般管理費は、

人件費、広告・販促費等が増加したため、542百万円（前年同四半期比8.2%増）となり、営業利益は247

百万円（前年同四半期比0.5%増）、経常利益は247百万円（前年同四半期比0.5%増）、四半期純利益

は、税制改正等により税金費用が増加し、208百万円（前年同四半期比23.6%減）となりました。 

  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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セグメント別の業績（セグメント間の内部取引消去前）を示すと、次のとおりであります。 

  

（情報提供事業） 

情報提供事業では、当社の戦略地域である静岡県の求人市場が横ばいに推移しており、静岡県内版

『DOMO（ドーモ）』は同四半期と比較し発行回数の減少があったものの、新規に投入した『JOB』や

SP商品『WONDERFUL STYLE』の販売が奏功し、売上高は897百万円（前年同四半期比1.0%増）、セグメ

ント利益は369百万円（前年同四半期比0.4%増）となりました。 

  

（販促支援事業） 

販促支援事業では、フリーペーパーの取次において西日本地域での新規受注が堅調に進み、また、

ダイレクトプロモーションにおける顧客獲得が順調に進んだ結果、販促支援事業における売上高は

184百万円（前年同四半期比1.2%増）、セグメント利益は31百万円（前年同四半期比18.7%増）となり

ました。 

  

（その他事業） 

その他事業では、静岡県から緊急雇用創出事業に関する案件が平成25年３月に期間を満了したた

め、売上高は14百万円（前年同四半期比71.2%減）、セグメント利益は８百万円（前年同四半期は０

百万円の利益）となりました。 

  

（2）財政状態の分析 

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が3,938百万円（前連結会計年度末比6.3%減）、

負債が526百万円（前連結会計年度末比15.9%減）、純資産が3,412百万円（前連結会計年度末比4.7%

減）となりました。また、自己資本比率は86.6%となりました。 

資産の部では、流動資産が3,048百万円（前連結会計年度末比7.9%減）となりました。内訳として、

現金及び預金が2,248百万円（前連結会計年度末比8.8%減）、営業債権（受取手形及び売掛金）が479百

万円（前連結会計年度末比8.5%減）等となったためです。 

固定資産は890百万円（前連結会計年度末比0.6%減）となりました。内訳として、有形固定資産が631

百万円（前連結会計年度末比0.2%増）、無形固定資産が94百万円（前連結会計年度末比4.4%減）、投資

その他の資産が163百万円（前連結会計年度末比1.3%減）となったためです。 

負債は526百万円（前連結会計年度末比15.9%減）となりました。これは、未払金が365百万円（前連

結会計年度末比5.4%減）、賞与引当金が43百万円（前連結会計年度末比66.7%減）等となったためで

す。 

純資産は3,412百万円（前連結会計年度末比4.7%減）となりました。これは、四半期純利益の計上、

剰余金の配当により利益剰余金が3,012百万円（前連結会計年度末比0.0%減）、自己株式の取得により

自己株式が596百万円（前連結会計年度末は429百万円）となったためです。 

  

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。 
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（4）研究開発活動 

該当事項はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

  

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

   該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

   該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

  

(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 136,700,000 

計 136,700,000 

種類
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成25年５月31日)

提出日現在 
発行数(株) 

(平成25年７月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,637,249 33,637,249 
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 
100株

計 33,637,249 33,637,249 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高 
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金 
残高 
(千円)

平成25年５月31日 ― 33,637,249 ― 455,997 ― 540,425 
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(7) 【議決権の状況】 

当第１四半期会計期末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年２月28日）に基づく株主名簿による記載を

しております。 

① 【発行済株式】 

 
(注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権２個）含まれ

ております。 

  

② 【自己株式等】 

 
(注)  平成25年４月９日開催取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づく自己株式取得に関わる事項の決定について決議し、平成25年４月10日から平成25年６月７日

までに大阪証券取引所にて信託方式による市場買付により700,000株取得いたしました。その結果、当第１四半

期報告書提出日現在の自己名義所有株式数は、4,443,975株となっております。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 

  

  

  

   平成25年２月28日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ―  ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
（自己保有株式） 

普通株式 
3,743,900 

― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 
29,891,600 

298,916 
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式 

単元未満株式 普通株式 1,749 ― ― 

発行済株式総数 33,637,249 ― ―

総株主の議決権 ― 298,916 ―

  平成25年２月28日現在 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

（自己保有株式） 
株式会社アルバイトタイ
ムス 

東京都中央区京橋２-６-
13 

3,743,900 ― 3,743,900 11.13 

計 ― 3,743,900 ― 3,743,900 11.13 

２ 【役員の状況】
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年３月１

日から平成25年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,465,852 2,248,543

受取手形及び売掛金 524,655 479,932

その他 319,712 320,665

貸倒引当金 △700 △700

流動資産合計 3,309,520 3,048,441

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 159,090 162,611

土地 444,475 444,475

その他（純額） 26,394 24,175

有形固定資産合計 629,959 631,261

無形固定資産   

ソフトウエア 88,737 84,366

その他 10,606 10,606

無形固定資産合計 99,343 94,972

投資その他の資産   

その他 167,864 165,400

貸倒引当金 △1,838 △1,454

投資その他の資産合計 166,026 163,945

固定資産合計 895,329 890,179

資産合計 4,204,850 3,938,621

負債の部   

流動負債   

未払金 386,551 365,676

賞与引当金 129,044 43,012

その他 109,942 117,643

流動負債合計 625,538 526,332

負債合計 625,538 526,332

純資産の部   

株主資本   

資本金 455,997 455,997

資本剰余金 540,425 540,425

利益剰余金 3,012,844 3,012,143

自己株式 △429,955 △596,276

株主資本合計 3,579,311 3,412,289

純資産合計 3,579,311 3,412,289

負債純資産合計 4,204,850 3,938,621
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 1,116,182 1,090,829

売上原価 367,775 300,061

売上総利益 748,406 790,767

販売費及び一般管理費 501,698 542,803

営業利益 246,707 247,964

営業外収益   

受取利息 87 99

助成金収入 － 528

その他 1,237 68

営業外収益合計 1,325 697

営業外費用   

自己株式取得費用 1,275 400

その他 311 615

営業外費用合計 1,586 1,015

経常利益 246,446 247,645

税金等調整前四半期純利益 246,446 247,645

法人税、住民税及び事業税 986 14,100

法人税等調整額 △27,552 24,992

法人税等合計 △26,565 39,093

少数株主損益調整前四半期純利益 273,012 208,552

四半期純利益 273,012 208,552
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 273,012 208,552

四半期包括利益 273,012 208,552

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 273,012 208,552

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
  

(株主資本等関係) 

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日) 

１．配当金支払額 

 
  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３．株主資本の著しい変動 

当社は、当第１四半期連結会計期間において、平成24年４月10日開催の取締役会決議に基づき、自己

株式の取得を行いました。この結果、当第１四半期連結会計期間において、自己株式が199,995千円増

加し、当第１四半期連結会計期間末において329,967千円となっております。 

  

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日) 

１．配当金支払額 

 
  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３．株主資本の著しい変動 

当社は、当第１四半期連結会計期間において、平成25年４月９日開催の取締役会決議に基づき、自己

株式の取得を行いました。この結果、当第１四半期連結会計期間において、自己株式が166,321千円増

加し、当第１四半期連結会計期間末において596,276千円となっております。 

 (自  平成24年３月１日 
至  平成24年５月31日) 

前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日 
至  平成25年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間

減価償却費 34,577千円 10,797千円 

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月29日 
定時株主総会 

普通株式 95,810 ３ 平成24年２月29日 平成24年５月30日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月28日 
定時株主総会 

普通株式 209,252 ７ 平成25年２月28日 平成25年５月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービス等であります。  

２．セグメント利益の調整額△148,936千円は、セグメント間取引消去1,110千円及び全社費用△150,046千円で

あります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成 25年３月１日  至  平成25年５月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービス等であります。  

２．セグメント利益の調整額△162,317千円は、セグメント間取引消去1,110千円及び全社費用△163,427千円で

あります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

      (単位:千円) 

 

報告セグメント
 その他 
(注１)

調整額 
(注２) 

四半期連結損益
計算書計上額

(注３)情報提供 販促支援 計

売上高       

  外部顧客への売上高 888,906 175,947 1,064,854 51,327 ― 1,116,182 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― 5,982 5,982  ― △5,982 ― 

計 888,906 181,930 1,070,836 51,327 △5,982 1,116,182 

セグメント利益 368,184 26,751 394,935 707 △148,936 246,707 

      (単位:千円) 

 

報告セグメント
 その他 
(注１)

調整額 
(注２) 

四半期連結損益
計算書計上額

(注３)情報提供 販促支援 計

売上高       

  外部顧客への売上高 897,891 178,178 1,076,069 14,759 ― 1,090,829 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― 5,866 5,866  ― △5,866 ― 

計 897,891 184,044 1,081,935 14,759 △5,866 1,090,829 

セグメント利益 369,651 31,753 401,405 8,876 △162,317 247,964 

― 14 ―



  
(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  

項目 (自  平成24年３月１日 
至  平成24年５月31日) 

前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日 
至  平成25年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間

(1) １株当たり四半期純利益金額 ８円71銭 ７円02銭 

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(千円) 273,012 208,552 

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― 

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 273,012 208,552 

    普通株式の期中平均株式数(千株) 31,338 29,699 
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(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 
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  該当事項はありません。 

  

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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平成25年7月10日

株式会社アルバイトタイムス 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社アルバイトタイムスの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結
会計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日か
ら平成25年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルバイトタイムス及び連結子会
社の平成25年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任監査法人トーマツ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士    浅  野  裕  史    印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士    早 稲 田    宏    印 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年７月10日 

【会社名】 株式会社アルバイトタイムス 

【英訳名】 ARBEIT‐TIMES CO., LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 垣 内 康 晴 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 東京都中央区京橋二丁目６番13号 京橋ヨツギビル 

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所 

 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号) 

  

  



当社代表取締役社長 垣内康晴は、当社の第41期第１四半期(自 平成25年３月１日 至 平成25 年

５月31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いた

しました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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